
1

同
窓
会
会
員
に
期
待
す
る 

「
同
窓
会
総
会
」に
よ
せ
て
〜
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
〜 

縁
と
出
会
い
を
結
ぶ
場
と
し
て 

総
会
次
第
　
第
１
号
議
案
／
第
４
号
議
案
　
　 

第
２
号
議
案
　
平
成
２１
年
度
決
算
報
告 

第
５
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
予
算
案 

平
成
２１
年
度
同
窓
会
総
会
決
算
書 

平
成
２２
年
度
同
窓
会
総
会
予
算
案 

第
３
号
議
案
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
役
員 

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
規
約 

同
窓
会
だ
よ
り 

特
集
　
岐
阜
中
学
校
『
華
陽
』
第
百
號
記
念
誌
　
紹
介 

特
集
　
藍
水
く
ら
ぶ
五
〇
年
の
活
動
に
幕 

岐
中
・
岐
高
女
・
岐
高
　
校
舎
の
変
遷 

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

特
別
寄
稿 

特
集
　
部
活
今
昔 

同
窓
生
寄
稿
　
あ
の
こ
ろ
・
こ
の
ご
ろ
　 

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内 

私
た
ち
還
暦
世
代
！ 

あ
の
こ
ろ
の「
岐
高
新
聞
」
よ
り（
昭
和
41
年
・
50
年
・
60
年
） 

岐
高
は
今 

「
岐
高
だ
よ
り
」
か
ら（
部
活
動
だ
よ
り
） 

新
聞
・
雑
誌
に
見
る
、岐
高
生
の
活
躍 

平
成
22
年
度
大
学
合
格
者
数 

岐
阜
高
校
同
窓
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム 

平
成
22
年
度
会
報
協
賛
広
告 

平
成
22
年
度
総
会
出
席
者
名
簿 

校
歌
　
岐
阜
高
等
学
校
校
歌
／
岐
高
女
校
歌
／
姫
小
松 

岐
阜
県
民
の
歌 

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
ソ
ン
グ
「
は
ば
た
け
、未
来
へ
」 

平
成
22
年
度
運
営
委
員
会
委
員
名
簿 

広
告
ご
協
賛
の
御
礼
／
編
集
後
記 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

同
窓
会
会
長
代
行
　
森
川
　
幸
江 

・・・ 

・・・ 

校
　
長
　
田
村
　
弘
司 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

運
営
委
員
長
　
小
笠
原
文
雄 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

同
窓
会
名
誉
顧
問
　
古
田
　
　
肇 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10 11 12 13 19 26 30 35 36 40 96 97 101 104 107 109 

 
111 112 113 208 212 214 215 216 217  

● 

も
く
じ 

● 

もくじ

新校舎パース 



あいさつ

2

　
平
成
二
十
二
年
度
の
岐
阜
高
等
学

校
同
窓
会
が
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様

に
御
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
古
田
知
事
、
細
江
市
長
、

森
各
務
原
市
長
、
松
永
海
津
市
長
を

は
じ
め
、
各
界
で
御
活
躍
の
同
窓
生

の
方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
昨
年
春
、
前
同
窓
会
長
の
岡

本
太
一
様
よ
り
「
会
長
代
行
を
頼
む
」

と
言
わ
れ
、
岡
本
様
の
病
気
療
養
中

の
短
期
間
と
思
い
、
お
引
き
受
け
い

た
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昨
年
の
同
窓
会
総
会
の

直
前
に
急
逝
さ
れ
、
呆
然
と
し
た
ま

ま
会
長
代
行
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
岡
本
会
長
は
、
豪
放
磊
落
で
、
か

つ
繊
細
と
い
う
方
で
、
そ
の
お
人
柄

が
表
れ
た
同
窓
会
運
営
で
し
た
。

　
岡
本
太
一
様
の
御
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
間
伝
統
あ
る
岐
阜
高
等

学
校
の
同
窓
会
会
長
代
行
と
し
て
、

岐
阜
高
等
学
校
の
卒
業
生
を
こ
と
あ

る
ご
と
に
意
識
し
た
一
年
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
年
三
月
一
日
岐
高
の
卒
業
式
に

参
列
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　
実
に
シ
ン
プ
ル
で
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
厳
粛
な
式
で
し
た
。

　
送
辞
も
答
辞
も
形
式
的
な
も
の
で

な
く
、
自
ら
考
え
、
自
ら
の
言
葉
で

語
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
け
じ
め
の
な
い
今
の
時
代
の
中
で
、

こ
れ
ぞ
岐
高
の
卒
業
式
と
い
う
感
動

を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
卒
業
生
達
の
多
く
が
自
分
達

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
今
の
若
い
者
は
、
と
言
い
ま
す
が
、

若
い
後
輩
達
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
、

岐
阜
を
託
せ
る
た
く
ま
し
さ
も
感
じ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
岐
阜
高
校
同
窓
会
へ
の

三
百
六
十
人
の
新
入
会
員
の
入
会
を

心
か
ら
歓
迎
し
た
一
日
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
同
窓
会
と
い
う
の
は
不

思
議
な
も
の
で
す
。
人
生
の
う
ち
の

わ
ず
か
三
年
間
通
い
学
ん
だ
岐
阜
高

等
学
校
で
す
が
同
じ
時
代
を
共
有
し

た
同
学
年
の
同
窓
生
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
岐
高
女
、
岐
中
、
岐
高
を
合

わ
せ
て
、
何
万
人
の
卒
業
生
が
共
有

す
る
岐
高
卒
と
い
う
言
葉
が
親
し
み

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
人
は
他
人
と
の

関
わ
り
を
避
け
た
が
り
ま
す
が
同
窓

会
は
人
の
孤
立
化
を
阻
止
す
る
役
割

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
多
勢
の
同
窓
生
に
お
集
り

い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
昔

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
事
を
語
り
合

え
る
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
、

四
十
二
年
卒
、
五
十
二
年
卒
、
六
十

二
年
卒
の
運
営
委
員
の
皆
様
の
御
苦

労
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

同窓会会員に期待する 
岐阜県立岐阜高等学校同窓会 

　　　  会長代行　森川  幸江  
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平
成
二
十
二
年
度
の
岐
阜
高
校
同

窓
会
総
会
が
会
長
代
行
森
川
幸
江
様

は
じ
め
役
員
・
運
営
委
員
の
皆
様
の

ご
尽
力
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
一
日
に
は
「
卒
業
式
」
の
後
、

森
川
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
「
同
窓

会
入
会
式
」
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
入
会
員
へ
の
ご
指
導
・
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
さ
て
、
学
校
の
状
況
で
す
が
、
本

校
は
今
年
で
創
立
百
三
十
七
年
目
を

迎
え
、
四
月
八
日
に
は
満
開
の
桜
の

も
と
三
百
六
十
一
名
（
九
学
級
）
が

入
学
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
カ
月

余
が
経
ち
、
今
年
も
現
役
岐
高
生
は
、

「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校
訓

の
下
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
日
々

勉
学
に
部
活
動
に
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
春
の
進
路
結
果
は
、

東
京
大
二
十
三
名
、
京
都
大
二
十
二

名
、
大
阪
大
二
十
二
名
、
名
古
屋
大

二
十
六
名
、
岐
阜
大
四
十
二
名
、
早

稲
田
大
四
十
三
名
、
慶
応
大
三
十
二

名
、
ま
た
国
公
立
大
医
学
部
医
学
科

に
は
二
十
七
名
な
ど
、
例
年
以
上
に

健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
部
活
動
で

は
、
運
動
系
・
文
化
系
と
も
に
限
ら

れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
成
果
を
あ

げ
て
お
り
、
硬
式
野
球
部
、
陸
上
部
、

テ
ニ
ス
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
水
泳
部
、

音
楽
部
、
書
道
部
、
美
術
部
、
自
然

科
学
部
、
吹
奏
楽
部
、
文
芸
部
等
々
、

多
く
の
部
活
動
が
活
発
で
、
各
種
大

会
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
様
々
な
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
県
内
外
で
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
音
楽
部
は

昨
年
度
「
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
加
え
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
十
一
年
ぶ
り
に

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て

全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
部
女
子
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
連
続
出
場
、
文
芸
部
や
書
道
部
、

自
然
科
学
部（
生
物
班
）の
全
国
総
合

文
化
祭
出
場
等
々
、
文
武
両
道
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
Ｓ
・
Ｉ
（
ス
ク
ー
ル
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
と
し
て
策
定
し

た
「
学
ぶ
・
考
え
る
・
思
う
」
の
理

想
を
め
ざ
し
、
校
歌
の
一
節
「
学
海

の
波
荒
く
と
も
」
「
百
折
不
撓
つ
と

め
て
止
ま
ず
」
の
精
神
で
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
創
立
百

四
十
周
年
に
向
か
っ
て
、
「
知
・
徳
・

体
」
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
材
、
い

わ
ゆ
る
「
ト
ー
タ
ル
パ
ー
ソ
ン
の
育
成
」

を
め
ざ
し
て
全
職
員
が
一
致
協
力
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
舎
改

築
関
係
で
は
、
特
別
教
室
棟
に
続
き
、

い
よ
い
よ
今
夏
に
は
管
理
棟
・
教
室

棟
が
完
成
し
ま
す
。
空
調
整
備
に
関

し
て
の
ご
支
援
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
（
体
育
館
・
武
道
場

は
二
十
三
年
秋
に
供
用
開
始
）
今
後

と
も
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
母
校
へ

の
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
の

総
会
を
お
世
話
い
た
だ
き
ま
す
小
笠

原
文
雄
運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
当

番
幹
事
の
昭
和
四
十
二
年
、
五
十
二

年
、
六
十
二
年
卒
業
の
皆
様
の
献
身

的
な
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご

多
幸
と
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
同
窓
会
名
誉
会
長
）

「同窓会総会」によせて 
　　　　　～さらなる飛躍をめざして～ 

岐阜県立岐阜高等学校 

　　　校　長　田村  弘司  
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本
日
は
、
多
く
の
方
々
の
御
出
席

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
は
昭
和
四
十
二
年
、
五
十

二
年
、
六
十
二
年
卒
業
学
年
が
運
営

委
員
と
し
て
こ
の
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
の
準
備
と
運
営
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
学
年
有
志
が

集
ま
り
、
心
を
込
め
て
準
備
に
あ
た

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
か

と
至
ら
ぬ
点
も
あ
っ
た
事
を
お
詫
び

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
関
係
各
位
皆

様
方
の
ご
助
言
、
ご
協
力
を
得
て
今

日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
事
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
岐
阜
高
校
で
も
新
校
舎
が
次
々
と

完
成
と
の
事
、
嬉
し
く
も
あ
り
、
少

し
さ
み
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

同
窓
会
も
時
代
に
合
わ
せ
て
運
営
方

法
な
ど
改
革
を
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
部
分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
今
年
度
の
運
営
も
未
だ
長
引

く
不
況
の
影
響
で
資
金
集
め
の
部
分

で
は
大
変
苦
労
を
致
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
十
年
に
一
度
、
何
十
年
も
前

に
一
緒
に
汗
を
流
し
た
仲
間
と
何
十

年
ぶ
り
か
に
共
に
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
汗
を
流
す
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
気
持
ち
は
純

粋
な
あ
の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
か
の
よ
う
に
戻
る
事
が
で
き
る
の

で
不
思
議
な
も
の
で
す
。
さ
す
が
に

体
力
は
高
校
ま
で
歩
い
た
り
、
自
転

車
で
通
っ
た
あ
の
頃
に
戻
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
。

　
ま
た
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
東
京
で
行
わ
れ
た
そ
の
分
野
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
集
め
た
メ
デ
ィ

ア
主
催
の
会
に
光
栄
に
も
呼
ん
で
い

た
だ
い
た
際
、
医
師
が
四
人
呼
ば
れ

て
お
り
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
の
四
人

中
三
人
が
岐
阜
高
校
同
窓
生
だ
っ
た

の
で
す
。
会
の
主
催
者
の
方
か
ら
は

『
す
ご
い
高
校
で
す
ね
。
ど
う
い
う

教
育
が
な
さ
れ
た
の
で
す
か
』
と
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

”縁
“と
い
う
も
の
を
深
く
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。
医
療
の
分
野
だ
け
で
な

く
み
な
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
”縁

“や

”出
会
い
“を
経
験
さ
れ
た
事
が
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い

勉
学
の
修
行
に
耐
え
た
分
、
わ
が
母

校
の
絆
は
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
年
に
一
度
の

こ
の
総
会
の
場
が
そ
の
よ
う
な
縁
や

出
会
い
を
結
ぶ
場
と
な
り
、
そ
れ
を

深
め
る
も
の
と
な
れ
ば
最
高
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
御

出
席
賜
り
ま
し
た
皆
様
並
び
に
広
告

に
御
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

年
に
一
度
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
顔
を

合
わ
せ
、
自
ら
が
若
返
る
会
と
し
て

本
日
の
会
が
日
頃
忙
し
い
皆
様
に
癒

し
の
時
間
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
願
い
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平成22年度 同窓会総会運営委員会 

　　 委員長　小笠原文雄  

縁と出会いを結ぶ場として 
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岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会 
平成２２年６月２０日（日）　会場：岐阜グランドホテル 

［次第］ 

1. 総会（11：00～11：40） 
開会の辞 
黙祷（物故者の冥福を祈る） 
同窓会会長挨拶　　　　　同窓会長代行　森川　幸江 
学校長挨拶　　　　　　　岐阜高校校長　田村　弘司　様 
議案審議 

第１号議案　　平成２１年度事業報告について 
第２号議案　　平成２１年度決算報告ならびに監査報告 
第３号議案　　役員改選について　　　　　　　　　　　　　　 
第４号議案　　平成２２年度事業計画案について 
第５号議案　　平成２２年度予算案について 

御祝辞　　　　　　　　　岐阜県知事　　古田　　肇　様 
感謝状贈呈 
閉会の辞 
 

2. アトラクション（11：40～12：10） 
邦楽  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉木　信久（昭和４２年卒） 

 

3. 懇親会（12：10～14：00） 
開会のことば　　平成２２年度同窓会運営委員会　委員長　小笠原　文雄 
乾杯　　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　会　長　宮本　悠美子 
空中撮影スライド　　　　　　　　　　　　　　　 　　　瀬尾　　　央（昭和４２年卒） 
 
御紹介　　　　　平成２３年度運営委員会　運営委員紹介 

委  員  長　高井　直樹（昭和４３年卒） 
副委員長　市川　篤丸（昭和５３年卒） 
副委員長　後藤由香子（昭和６３年卒） 

校歌斉唱 

閉会のことば　　平成２２年度同窓会運営委員会　　副委員長　 松波　和寿　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 

［議案］ 

第１号議案 
　平成２１年度事業報告 
　　　第１回役員会　　　　　  ４月３０日 
　　　同窓会総会　　　　　　６月２１日 
　　　在京同窓会　　　　　　６月２８日 
　　　第２回役員会　　　　　  ９月１６日 
　　　藍水くらぶ総会　　　     １０月 ２ 日 
　　　第３回役員会　　　　　  ２月 ３ 日 

第４号議案 
　平成２２年度事業計画案 
　　　第１回役員会　　　　　４月２７日 
　　　同窓会総会　　　　　　６月２０日 
　　　在京同窓会　　　　　　７月１１日 
　　　第２回役員会　　　　　９月１５日 
　　　 第３回役員会　　　　　２月（予定） 
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総会議案

自　平成２１年 ４月 １ 日 
至　平成２２年 ３月３１日 

第２号議案 
平成２１年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　決算報告 
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総会議案

第５号議案 
平成２２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　予算案 

自　平成２２年 ４月 １ 日 
至　平成２３年 ３月３１日 
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総会決算

平成２１年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　決算書 
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総会予算
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第3号議案 
岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案） 

昭和41年卒 

昭和20年卒 

昭和31年卒 

 

昭和40年卒 

昭和35年卒 

昭和37年卒 

昭和38年卒 

昭和40年卒 

名 誉 顧 問  

顧 問  

〃 

名 誉 会 長  

会 長  

副 会 長  

〃  

〃  

〃 

昭和41年卒 

昭和46年卒 

昭和46年卒 

昭和47年卒 

昭和49年卒 

昭和54年卒 

昭和51年卒 

昭和55年卒 

副 会 長  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

監 査  

〃 

尚、氏名の前に＊印の方（2名）が新任の候補者です。以外は再任候補者です。 

＊ 

＊ 

岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員名簿
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岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約 

第 1 条  

第 2 条  

第 3 条  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 条  

 

 

 

 

 

第 5 条  

 

 

 

 

 

第 6 条  

第 7 条  

 

第 8 条  

第 9 条  

第 １０ 条 

第 １１ 条 

 

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。 

（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。 

（組織）本会は次の会員を以て組織する。 

○正会員 

　岐阜県岐阜中学校卒業生 

　岐阜県岐阜高等女学校卒業生 

　岐阜県岐阜第一中学校卒業生 

　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生 

　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生 

　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生 

　岐阜県立岐阜高等学校卒業生 

　その他役員会の議を経て、会長の承認した者 

○特別会員 

　現職員・旧職員 

（役員）本会は次の役員をおく。 

名誉顧問・顧問　　若干名　　　　役員会に於て推挙する。 

名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長 

会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。 

副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。 

監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。 

（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。 

会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。 

副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。 

会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。 

監査は会計を監査する。 

顧問は会長の諮問にこたえる。 

（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。 

（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨 

時総会を開く。 

（入会金）正会員は入会金を納入する。 

（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。 

（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。 

（支部）本会には支部を設けることができる。 

 




